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論文内容要旨
 動物群集は多ぐの分化した生態的地位により多種類の動物群から構成されている。一つの種はそ
 こでは個体群としてまとまった単位集団をつぐつて沿鉱これはまた生活要求の近い他種の個体群と
 関連しあって高次の単位の群集を形成していると考えられている。しかしこの二つ以上の種の混合
 した個体群がこのようなまとまりのある群集を形成していることについては十分な追求は行われて
 レ、ない。
 本研究ではこの混合種個体群の構造を,主として分布様式から解析を行い,その個体群の安定性
 と,同種異種相互の関係による群集の維持機構を明らかにしょうとした。
 1八甲田山の中腹の高原に放牧場として発達した草原には,草原周辺部から中心部にかけて段階
 的に特徴的なアリの種類が生息している。周辺部は森林に生息するアリの進出も認められ植物相
 も複雑でアリの種数個体数ともにもっとも多い。それぞれに特徴的な種類は下記の通りである。
 臼)周辺部:エンアカヤマアリ,クロオオアリ。クロヤマアリ.クシケアリ(R)
 (ロ)中間部:クロオオアリ,クロヤマアリ
 を・)中心部:ク・ヤマア1ハクシケアリ(L)
 このうちクシケアリ帆は森林の優占種で,それ以外は草原に特徴的な種で森林ではみられ窟偽
 エゾアカヤマアリと同じ生態的地位にあるものとして田代牧場では近縁のツノアカヤマアリが,
 法量牧場ではトビイロケアリが生、冑、している。
 萱野草原ではエゾァカヤマアリの多い部分では他の種の出現が卦さえられ単純化の傾向が認め
 られる。したがってこれらの類別された草原ではそれぞれの部分の構造にかいて種閥関係が重要
 な役割をはたしていると考えられる。
 嚢但)草原の三つの生息域に沿けるアリの巣(巣穴.蟻塚)はそれぞれ特徴的な分布様式をして
 いる。すなわち周辺部に於いては,エゾアカヤマアリ,〃・オオアリは集中的な分布をしている。
 前者の巣は蟻塚として認められるが,数ケ以上の塚がまとまって一つの大家族を形成しているこ
 とからこのような分布様式をとることが理解される。
 クロヤマアリは草原周辺部ではエゾアカヤマアリの巣の塊状分布の瞬間に分布するため,結果的
 には集中的になる傾向がある。しかし草原中心部のク・ヤマアリだけが分布しているところでは
 均等分布をレCハる。つまり巣と巣は間隔をとって分布していることがみとめられる。このことは
 草原周辺部でも集中分布の内部の分布様式は均等であることから,種内の拮抗的関係がこの
 種の巣の分布に大きな役割を演じていることが判断される。
 働草原周辺部にお・けるエゾアカヤマアリ・クロオオアリ,〃ロヤマアリの巣の相互の位置関
 係は像ぼ一定である。エゾアカヤマアリはクロオオアリ,ク・ヤマアリと近距離で分布すること
 は少なぐ(クロオオアリとは15協2の大きさの櫃をつかうと二種が同時に出現しなくなる,ク
 mヤマアリとは7、8偽2)。ク・オオアリとク・ヤマアリはかなり近い距離をとって分布してい
 る(約3瀦2の権で分離する)Qこのことば種間相互の排他性の強さとそれに対する感受性のち
 がいによって空聞的位置関係が決定されることを示している。
 (3)〃・ヤマアリの巣の数は草原周辺部においてもっとも多く,他の種の生息しない中央部に
 むいてはやはり数は減少する。それぞれの生息域の個体群の特徴の一つとみられる巣の大きさ
 の頻度分布はこの巣の数,他の種の存在などによって異なってぐる。エゾァカヤマアリ優南区で
 はク・ヤマアリの数は少ないが巣の大きさの頻度分布は平たく横に伸びた形である。エゾアカヤ
 マアリの少ないところではク・ヤマァリの巣が多いが大部分が小さな巣でその頻度分布はL型な
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 いし1型に近い。草原中心部では巣数は少なく,巣の大きさの頻度分布は平たい形をとり,エゾ
 アカヤマアリ優薦区に冷けるそれと似ている。つまりク・ヤマアリ個体群の単数は他種の存在に
 よって規定されるし,又環境の単純化によっても規定されているが・巣の大きさはこれとは逆の関
 係にある。すなわち,むしろ種内の競争関係によって(同種の巣の密度に依存して)規定される
 と考えることができる。
 盤ク・ヤマアリの巣の分擶様式は他種の巣の分布によって影響されていることがわかったが・
 ク・ヤマァリを奴隷として使うサムライアリの影響はより直接的と考えられる。
 サムライアリの巣の周辺のク・ヤマア}1の巣は幼虫,踊をとられるため消失し,か友りの面積一
 の空白部分(ク・ヤマアリの巣の分布の)がっくられる。この空白部分の広さは季節的に変動す
 る。これは盛夏の一時期に沿こなわれるサムライアリの奴隷狩によってその空白部に入ってぐるク・
 ヤマアリの巣が毎年つぶされることを意味している。一方こり事実は・ク・ヤマアリの巣の分布
 が動的次状態を保っていることを明らかにしている。このサムライアリの巣を除去すると,その
 部分に多数のク鷺ヤマアリの巣ができあがることによっても証明される。
 1V(1)このように巣の分布と数が動的なものであることは年々生産される有翅雌の飛来によって
 もたらされる。しかしそれにもかかわらず,巣の分布と数はほぼ一定値を保っている。エゾアカ
 ヤマアリの巣(アリ塚)の数は夏に峰をもつ季節的周期をもつような変動をするが,.上限も下限もほ醸
 一定である。これは,この種が一つの豪族のもとに一時的なアリ塚を作り出すことによって夏の
 食物の増加に対応しているためである。ク・オオアリも夏に縫をもち活動の増加と晒致している
 が,これも季節的な調節にすぎない。これら2種類ではまったく新しい巣が出現することはほと
 んど認められない。エゾアカヤマアリの場合,飛来した雌は単独では巣が出現することはほとん
 ど認、められない。エゾアカヤマアリの場合.飛来した雌は単独では巣をつぐることができないこ
 と,一つのアリ塚が多数の雌をもつていることから,巣の数は概存の巣のあいだで調節されると
 考えることができるり
 (2)クロオオアリでは季節的変動はなぐ,3年間一定の密度を保っていた。しかしこの種の場
 合は巣がいれかわっていて,一度形成されたものがそのまま引続いて存在しているのではない。
 このいれかわりに沿いては消失する巣は小さいものが多ぐ,また新しい巣もそうである。つまり
 大きい巣は安定しているが,小さな巣は不安定であることを示している。巣密度の高い地域にむ
 いて小さい巣がその個体群の大きな部分を占めていたが,当然不安定な巣も大きな部分を占める
 ことになり,巣のいれかわりもより頻繁である。
 ゼ方,草原中央の低密度区では小さい巣が少なく安定している。このことはク・ヤマアリの巣の
 数が,巣の分布様式で示されたと同じように種内の競争的関係によって調節されていることを暗
 示している。
 V三種類のアリ個体群がつぐつている安定した混合集団において.エゾアカヤマアリの他種への
 影響が大であることノクロヤマアリ個体群が動的なものであることは既に確認されている。この
 混合集団に沿いて他種への影響が強く,分布様式に沿いてその骨組を作っていると思われるエゾ
 アカヤマアリを除去することによって,混合集団の安定性がどのような機構によって維持されて
 いるかを知ろうとした。その結果は次の通りである。
 乞)同種であるエゾアカヤマアリの別の豪族に属するアリが取除きを行った地域の周辺から直
 ちに侵入して巣をつぐり,前と同様その生態的地位(餌と造巣場所)を霞める。
 偉)エゾァカヤマアリを完全に取除ぐと,一ケ月ないしニケ月の内にク・ヤマアリの巣が多数
 出現する。
 ⑲ク・オオアリの巣の数は2年後,や、増加の傾向をしめす。
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 』)餌の供給源であるアブラムシ個体群の占有は,この経過に沿いて,エゾアカヤマアリ→
 ク・ヤマアリ→ク・オオアリとうつり変った。
 この過程に沿いて明らかになった重要なことは,最初のエゾアカヤマアリの侵入である。これ
 によりこの種においてもコロニー(いぐつ1かの連合したアリ塚からなる)間相互の拮抗的な関
 係によって平衡を保たれていることが証明された。またこの種が他種の巣の数と分布を大きく規
 制していることも証明された。この実験は更にク・ヤマアリ個体群の動的な面を術一層明確にし
 た。すなわち,エゾアカヤマアリ除去後のこの種による補充が非常に早いことは,個体群として
 常にそのように対応できる能力を保有していることを意味している。この場合はこの種の個体群
 に沿ける不安定な部分を構成していた余分の小さな巣がその役をはたしていると考えられる。
 この新しく出現した巣はほyエゾアカヤマアリの占めていた空間をうめるようになっていて,密
 度の急激な増加にもかかわらず,平均最短巣間距離はほとんどかわらなhことから,同種の闘の
 排他的関係の強さを示している。
 このように本研究に沿ける混合種個体群は大きなテリトリーを形成し非常に安定な大象族から
 なるエゾアカヤマアリの連合したアリ塚群の群間で働ぐ種内関係により骨格がつくられ,その群
 闘にできる空間にク・ヤマアリ個体群が同種の巣同志の強い拮抗作用によって一定距離を保ちな
 がら均等に分布する。このエゾアカヤマアリの群間の空間の大きさが十分であれば,エゾアカヤ
 マアリとはより離れた位置を保って造巣するク・オオアリが分布するように薫る。このような構
 造は,前記の実験で示されたように近接したエゾアカヤマアリのテリトリー拡大による補充(そ
 の能力は多雌性の巣であることと,一時的な巣をつぐることができることによっている)と,常
 に存在するク・ヤマアリ個体群の余剰のものによる補充によって安定性を褐ていることが明らか
 となった⑪
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日 文審査要旨
 安野正之の学位論文は八甲田山の萱野高原のアリ群集の生態学的醗究で,英文5章から成り,既
 に印刷公表済,もしくは印刷中のものである。
 こ¢研究は萱野草原に於けるアリの異種個体群の構造を解析し,同種内,異種闇相互の関係から,
 その群集の維持されている機構を明らかにしょうとしたものである。
 萱野原は生息するアリの種類,密度などから,周辺部,中間部,中央部に分けられるが,周辺鄙
 に沿いては,この地域の代表種であるエゾアカヤマァリ・クロオオアリ・クロヤマアリの異種個体
 群が形成されている。
 この部分では,これら3種の巣の相互の位置関係はほぼ一定であり,これは種間の排他性の強さ
 とそれに対する感受性のちがいによって決定される。3種の中・エゾアカヤマアリはもっとも大き
 なテリトリーを占有し,排他性がつよく,ついでク・オオアリである。
 更に,これら3種の分布様式にはそれぞれ特徴があり,エゾアカヤマアリとク・オオアリは集
 中的分布をしている。エゾアカヤマアリでは数ケ以上のア11塚が群をなして一大蟹族を形成して塊
 状に分布している。そのアリ塚の数には季節変動があるが,これは大家族の蠕動性の季節消長にと
 も攻うもので,新しい巣の出現はみられなt(。ク・オオアリでも季節的な活動にともない,巣の出
 入口の増減はあっても新しい巣の患現は劇(。
 クロヤマアリはエゾアカヤマアリの塚の塊状分布のすき間に分布し,みかけ上集中的分布を示す
 が,その分布域内では均等に分布し,酸た,この種だけが分布している中央部でも均等分布である
 ことから,種内の拮抗的関係がこのア1」の分布について大きな役割を演じていると判断される。こ
 のク・ヤマアリの巣の数には季節的な変動はみられ劇(が・これは動的安定を保っているのにす露
 ず,小さな巣ではひんぱんないれかわりがみられる。
 以.ヒのべてきたアリの異種個体群の動的安定性がどのようにして維持されているかを知る目的で,
 もっとも影響性のつよいと考えられるエゾアカヤマアリの除去霊験を行った。
 エゾアカヤマアリの一家族に相当するアリ塚群を除去すると,他の家族に属するエゾアカヤマ
 ア11が直ちに侵入してテリトリーを拡大してしまう。このことから,エゾアカヤマアリの塊状分布
 がア1」塚群の群間で働く相互関係によって保たれていること,そして他種の分布を大きぐ規制してい
 ることがわかる。
 エゾアカヤマアリのアリ塚を広い範囲にわたって完全に除去すると,1,2ケ月の間にクロヤマ
 アリが侵入し多数の巣が出現し,ク・オオアリは2年後になってわずかに増加するにすぎな1(。こ
 のことからク・ヤマアリが空間を補充する性質が強いことがわかる。この補充はこの種の個体群の
 不安定な部分を構成していた小さな巣によって行われる。しかも急激な巣の増加にもかかわらず,
 全体として平均巣間距離がほとんどかわらないことから,この種の種内の浩抗的関係のつよいこと
 がわかる。
 以上のことから・萱野原のアリの異種個体群はエゾアカヤマアリのアリ塚詳聞に働ぐ種内関係に
 よって骨組がつぐられ,その空間にク滋ヤマアリ個体群が稚内の強レ皓抗作用によって均等に分布
 する。エゾアカヤマアリの群闘の空聞が十分に大きいとク・オオアリが分布するようになる。この
 ようにして,この個体群の動的安定性が維持されていると考えられる。
 以上が安野正之の学位論文の要旨であるが,参考論文一篇と共に個体群生態学に於て重要な知見
 を加えたものということができる。
 よって審査員等は安野正之の論文は学位論文として合格と認めた。
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